




要約:学習障害児の言語障害と指導について検討するにあたり.話しことば(聞く・話す)の

特異的な学習困難を示すいわゆる言語性 LD の聴覚的言語理解の問題について検討を行っ

た。幼児期の言語発達の遅れ・算数課題の低下が共通しており.聴覚的言語理解障害の要

因として,①抽象語や構文の習得など高次象徴機能の発達の遅れ.②聴覚的情報の継時的処

理能力の低下などか考えられた。さらに思春期・青年期に達した学習障害児の聴覚的言語

理解障害について検討を行い,その背景に聴覚的言語記憶の問題や談話の理解と表現の問

題などいわゆる high-level  language の障害が考えられた。指導法については，個々の

子どもの状態に合わせ不得意な聴覚面を視覚面や身体感覚で補い,身振りや絵・文宇など

を取り入れるなど,子どもの得意な面を活用していくことが必要である。


